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審査内容 
（15：18 開会） 

○ 委員長（前川雅志） ただいまから、産業建設常任委員会を開催いたします。始めに、付託さ

れた陳情の審査について審査を行いたいと思います。一番目に、陳情第10号、「北海道地域最

低賃金の大幅な改善を求める意見書」の提出を求める陳情書を議題といたします。各委員の皆

様は内容を把握されてきていると思いますので、時間をとらずにご意見を伺いたいと思います。

ご意見のある方は、挙手の上、よろしくお願いします。中橋委員。 

○ 委員（中橋友子） 以前にも陳情書が出ておりまして、そのときにも考え方を申し上げまして、 

妥当だということでお話したんですが、現在の最低賃金678円でありますが、これで１か月８時 

間20日間働いたとしても、108,480円にしかならないんですよね。とても自立した生活は不可能 

だということでありまして、ここに書かれている意見書の案の中でも、経済的に自立可能な水 

準への改定を強く求めるということでありますから、私もそのとおりだと思います。よって、 

この主旨には賛同いたします。 

○ 委員長（前川雅志） ほかに、委員の皆様からご意見ございませんか。ありませんか。ほかに 

  ご意見が無ければ、陳情第10号、「北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意見書」の提出

を求める陳情書について、採択することにご異議ございませんか。 

○（なしの声、多数あり） 

○ 委員長（前川雅志） 「北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意見書」の提出を求める陳情

書については、採択することに決しました。次に陳情第11号、「協同労働の協同組合法（仮称） 

  の速やかな制定を求める意見書」の提出を求める陳情書を議題といたします。委員の皆様から 

  ご意見がございましたら、挙手の上、発言をお願いいたします。斉藤委員。 

○ 委員（斉藤喜志雄） 一つは、この協同出資、協同経営で働く協同組合を考える議員連盟という

役員構成が、出来た時に、2005年に出来あがっておりまして、これをみますと、実は過去の厚

生労働大臣であった坂口衆議院議員を会長にして、以下、自民党は勿論のこと民主党、社民党、 

  共産党、全ての議員が構成されて現在194名の方々が構成しての、これを求める動きとなってい

ることものでもあり、併せて要するに協同して働くことが、社会的なセーフティネットの一助

となっているという主旨のようであります。いわゆる、ニートだとか、ワーキングプアだとか 

  そうやって呼ばれる方々が、競争社会などになじめなかったり、あるいは少しの支えがあれば 

  社会に出て行ける方々や、若者が多く存在している。企業経営が厳しい中では、優秀な即戦力

として社会に出て行ける、即戦力となる人材が求められて、中々この人との関係を築けなかっ

たり、あるいは登校拒否などで就職のための力をつけていない労働者に対して、協同して働く

ことで、社会に出て行く力を身につけたり、場合によっては自ら新しい仕事を作り出していく 

  ことも可能となり、格差社会における社会的なセーフティネットの一翼にもつながるものだと、 

  そこに書いてある趣旨以外に、そういったことを踏まえて、ぜひとも皆さんのご賛同いただき

たいと思います。 

○ 委員長（前川雅志） ほかに、ご意見ございませんか。なければ、陳情第11号、「協同労働の協

同組合法（仮称）の速やかな制定を求める意見書」の提出を求める陳情書につきまして、採択

することで、ご異議ございませんか。 

○（なしの声あり） 

○ 委員長（前川雅志） ご異議がございませんので、陳情第11号、「協同労働の協同組合法（仮称） 



  の速やかな制定を求める意見書」の提出を求める陳情書を採択することに決しました。その他 

  ２番、所管事務調査項目についてであります。暫時休憩します。 

○ 委員長（前川雅志） 休憩を解いて再開します。所管事務調査に関する項目につきましては、オ 

  の土地改良に関する事項を継続的に調査させていただくというのと、もう一つはケの建築及び

住宅に関する事項、これにつきましては町から補助を出して新エネルギーの導入などの住宅が

増えてきていますので、効果も含めた調査をさせていただきたいということで決定させていた

だきます。皆さんのほうから何かございますか。なければ、終了させていただきます。 

 

 （15：33 閉会） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 


